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※商品改良のため、予告なしに仕様の変更を行うことがありますのでご了承ください。

商品を正しく安全にお使い・施工していただくために、下記の点をお守りください。

●「施工説明書」をよくお読みの上、正しく施工してください。
●ご使用の前に「墜落防止手すりユニットご使用の手引き」をよくお読みください。
●「墜落防止手すりユニットご使用の手引き」は施工後、引渡し時にお施主様に必ず
お渡しください。

22.07（Y）62-09

ビニフレームのWEBサイト
商品情報・施工事例・カタログ・CADデータなどの
各種情報を閲覧できます。

011-624-5080 011-633-7088

0765-55-1208 0765-55-1206



研究報告から天井照明と手すり照明を
比較した際、手すり照明のほうが階段
の見やすさや明るさ感の評価が高いこ
とが分かりました。手すりによる照明
環境の質の改善と安全、安心の確保
が期待できます。

天井照明に比べ、階段の見やすさ
明るさ感が向上。

執筆者: Heo, J. et al. 
掲載元: PROCEEDINGS of CIE 2018 ”Topical Conference on Smart Lighting”
論文タイトル: A STUDY ON THE STAIR ILLUMINATION METHOD CONSIDERING THE ELDERLY

夜間の天井からの照明は、目に眩しく
ストレスを感じる場合があります。手すり
に設置することで、光が直接目に入る事
なく足元の明るさを確保します。

目線より低い位置で照らすから
目にやさしい。

歩行補助手すり壁付けタイプは、
片配光レンズにより、通路側に光を広
げます。壁にかかる光を抑え、足元の明
るさを効率的に確保します。墜落防止手
すりはモジュールの角度を傾けること
で、同様の機能を備えています。

1スパンに1灯の配置で、歩行に必要な照度
を適度に確保します。1灯あたりの消費電力
は約2W。長く連続する手すりで、有効な
省エネになります。

※JIS Z 9110:2010通路、広場および公園「歩行者交通屋外」より、推奨照度20lxを参考としています。

片側配光で効率よく
通路を照らす

スプレッド配光

楕円形に広がる光が連続することで光のライン
をつくります。手すりと平行に伸びてゆく光が
動線を示すラインとなり訪れた人を誘導します。
階段やスロープにも適した配光です。

※手すり照明の配灯の一例です。
※実際に必要な照度、機能に合わせてご使用ください。

照度分布フォルスカラーレンジ

掲載されている画像やデータは色や明るさを表現したシミュレーションです。実際の使用とは異なる場合があります。
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超広角配光

ゆるやかに床に広がる面の光が、歩く人に
安心感を与えます。テラスや屋上など時間
を過ごす場所にも適した配光です。

光だまりを床に落とし、落ち着いた雰囲気を
つくります。点の光がリズムを生み、光を辿る
人の期待感を高めます。段差や始点と終点など
必要な場所だけに光を落としたり、並べて
2灯、3灯と配置し抑揚をつくる事もできます。

点・線・面  の光が誘導する手すり照明
歩行補助手すりや墜落防止手すりにマイクロスポット LEDを内蔵しました。
3タイプの手すりと3タイプの配光を組み合わせ、必要な場所に必要なだけの光を配置することができます。
点光源から生まれる点・線・面の光が、足元に様々な表情をつくり、歩く人を優しく誘導します。
人に寄り添う、機能的な光を、少ないエネルギーで実現致します。

大きな光だまりが入口で迎えるA

通行する人を線の光が誘導するB

大きな光だまりが動線が分岐する
目印になる

C

スロープを歩く人を点の光が誘導するD

大きな光だまりがエントランスへ
迎え入れる

E

連続する点の光がリズムをつくるF

ゆるやかに広がる面の光が
憩いのきっかけになる

G

点光源から生まれる点・線・面の光が、足元に様々な表情をつくります。
大きな光だまりが始点の目印となったり、リズミカルな光が誘導したり、空間に合わせてご活用ください。

天井照明 手すり照明

→　超広角配光

→　スプレッド配光

→　中角配光

A,C,E,G
B
D,F

HANDRAIL 点光源

点 point surface線 面line
中角配光

墜落防止手すり × 
中角配光

歩行補助手すり × 中角配光

ペデストリアンデッキイメージ 階段イメージ 屋上デッキイメージ

3D照度分図 3D照度分図 3D照度分図

歩行補助手すり壁付けタイプ × 
スプレッド配光

歩行補助手すり × スプレッド配光

歩行補助手すり独立タイプ × 
超広角配光

墜落防止手すり × 超広角配光

＜組み合わせ例＞ ＜組み合わせ例＞ ＜組み合わせ例＞

歩行補助手すり壁付けタイプ

メンテナンスについて
メンテナンスについては手すり目板を外しLEDモジュールのみ交換できる設計。
LEDは従来の照明と比較して長寿命ですが、必ずメンテナンス計画に組み込ん
でいただけるようお願いいたします。

手すり目板を外す1. LEDモジュールを取り外す。2.

活用例

A B C

D

E

F
G

建物エントランス
▲

入口▶

グリッドサイズ 1m×1m

基本情報

手すり径

配光

φ40mm

中角配光、スプレッド配光、超広角配光

DC 24V入力電圧

消費電力

定格光束

固有エネルギー消費効率

色温度

材質

手すり色

電源

調光

メンテナンス

1.8W （1モジュールあたり）

3,000K 

アルミニウム

SK（ツヤ消しシルバー）・UC（アーバングレー）

中角(115lm) / スプレッド(116lm) / 超広角(107lm)

中角(63lm/W) / スプレッド(64lm/W) / 超広角(59lm/W)

L167 × H43.5 × W53mm
電源ユニット別置き

可

LEDモジュールのみ脱着可

電源装置から終端の照明器具までの総配線長距離は最大で26mとなり、一つの系統で電源に接続します。最小接続台数は3台です。
プランにより配線経路および系統は異なります。当社でプランにあった配線系統のご提案をいたします。

製作制限

電源装置

（区分：電気工事）

（アルビーム付属）

（当社施工区分）

出力電圧 
DC24V

一次側
100V電源

タイマーユニット等

入力電圧 
AC100V
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※商品改良のため、予告なしに仕様の変更を行うことがありますのでご了承ください。

商品を正しく安全にお使い・施工していただくために、下記の点をお守りください。

●「施工説明書」をよくお読みの上、正しく施工してください。
●ご使用の前に「墜落防止手すりユニット ご使用の手引き」をよくお読みください。
●「墜落防止手すりユニット ご使用の手引き」は施工後、引渡し時にお施主様に必ず
　お渡しください。
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